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（記入見本）
退職所得の受給に関する申告書 兼 退職所得申告書

同年に他の退職金を受けていない方
（他の退職金を受給申請中であり、受取完了していない場合を含む）

111-1111

〇〇県〇〇市〇〇町〇〇番〇〇号

遊技 太郎

同上

記入不要

例）R6 9 10
R4
R6

4 1
9 10 3

R4

例）

＜現住所＞
裁定請求書に記載した住所と
同じ住所を記載してください。

＜その年1月1日現在の住所＞
退職日が属する年の1月1日現
在において、住民票登録されて
いた住所を記入してください。
現住所と同じ場合は「同上」と
してください。※空欄不可

＜退職手当等の支払を受けるこ
ととなった年月日＞
退職日を記入してください。

＜この申告書の提出先から受け
る退職手当等についての勤続期
間＞

自 遊技基金への加入日
至 退職日
年 端数月数を切り上げた年数

例）加入期間2年5ヶ月の
場合、年欄「3年」

特定役員等勤続期間
特定役員でない方は「無」に○
をつけてください。

うち短期勤続期間
勤続期間が5年以下の場合、
「有」に○をつけ、上記同様に
「自・至・年」をご記入くださ
い。

R4
R6

4 1
9 10 3例）

※C欄およびD欄に該当される場合は、遊技関連企業年金基金事務局へお問い合わせください。
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（記入見本）
退職所得の受給に関する申告書 兼 退職所得申告書

同年に他の退職金を受けた方 且つ

他の退職金の勤続期間が５年超の方

111-1111

〇〇県〇〇市〇〇町〇〇番〇〇号

遊技 太郎

同上

記入不要

例）R6 9 10
R4
R6

4 1
9 10 3

R4

例）

＜現住所＞
裁定請求書に記載した住所と
同じ住所を記載してください。

＜その年1月1日現在の住所＞
退職日が属する年の1月1日現
在において、住民票登録されて
いた住所を記入してください。
現住所と同じ場合は「同上」と
してください。※空欄不可

＜① 退職手当等の支払を受け
ることとなった年月日＞
退職日を記入してください。

＜③ この申告書の提出先から
受ける退職手当等についての勤
続期間＞

自 遊技基金への加入日
至 退職日
年 端数月数を切り上げた年数

例）加入期間2年5ヶ月の
場合、年欄「3年」

＜特定役員等勤続期間＞
特定役員でない方は「無」に○
をつけてください。

＜うち短期勤続期間＞
勤続期間が5年以下の場合、
「有」に○をつけ、上記同様に
「自・至・年」をご記入くださ
い。

R4
R6

4 1
9 10 3例）

R4
R6

4 1
9 10 11例）

R4
R6

4 1
9 10 3例）

R4
R6

4 1
9 10 3例）

H26

R6

4 1

9 10
例）

＜④ 本年中に支払を受けた他の退職手当等についての勤続期間＞
遊技基金より先に受け取られた他の退職金について、その退職金の支払者から発
行された「退職所得の源泉徴収票」に記載されている内容を転機してください。

＜⑤ ③と④の通算勤続期間＞
③と④を通算した、最大となる期間をご記入ください。
※③④のうち、自：最も古い日付 至：最も新しい日付

＜うち 特定役員等勤続期間＞
特定役員でない方は無に○をつけてください。

＜「うち 短期勤続期間」および「うち一般勤続期間との重複期間」＞
A欄③の「うち 短期勤続期間」と同じ期間をご記入ください。

R4 9 10 3,000,000 0 0 0 R4 10 25 〇〇県〇〇市・株式会社〇〇

＜E欄＞
B欄に記載した④の期間の退職所
得について、「退職所得の源泉
徴収票」に記載されている内容
を転記してください。なお、退
職所得の源泉徴収票に支払を受
けた年月日が記載されいていな
い場合、実際に支払いを受けた
日を通帳等で確認し、記載して
ください。

当基金より先に受け取られた退職金の
「退職所得の源泉徴収票」の写しをご提出ください。

（貼付台紙②）

※C欄およびD欄に該当される場合は、遊技関連企業年金基金事務局へお問い合わせください。
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（記入見本）
退職所得の受給に関する申告書 兼 退職所得申告書

同年に他の退職金を受けた方 且つ

他の退職金の勤続期間が５年以下の方

111-1111

〇〇県〇〇市〇〇町〇〇番〇〇号

遊技 太郎

同上

記入不要

例）R6 9 10
R4
R6

4 1
9 10 3

R4

例）

＜現住所＞
裁定請求書に記載した住所と
同じ住所を記載してください。

＜その年1月1日現在の住所＞
退職日が属する年の1月1日現
在において、住民票登録されて
いた住所を記入してください。
現住所と同じ場合は「同上」と
してください。※空欄不可

＜① 退職手当等の支払を受け
ることとなった年月日＞
退職日を記入してください。

＜③ この申告書の提出先から
受ける退職手当等についての勤
続期間＞

自 遊技基金への加入日
至 退職日
年 端数月数を切り上げた年数

例）加入期間2年5ヶ月の
場合、年欄「3年」

＜特定役員等勤続期間＞
特定役員でない方は「無」に○
をつけてください。

＜うち短期勤続期間＞
勤続期間が5年以下の場合、
「有」に○をつけ、上記同様に
「自・至・年」をご記入くださ
い。

R4
R6

4 1
9 10 3例）

R3
R6

1 1
9 10 4例）

R3
R6

1 1
9 10 4例）

R3

R6

1 1

9 10
例）

＜④ 本年中に支払を受けた他の退職手当等についての勤続期間＞
遊技基金より先に受け取られた他の退職金について、その退職金の支払者から発
行された「退職所得の源泉徴収票」に記載されている内容を転機してください。

＜⑤ ③と④の通算勤続期間＞
③と④を通算した、最大となる期間をご記入ください。
※③④のうち、自：最も古い日付 至：最も新しい日付

＜うち 特定役員等勤続期間＞
特定役員でない方は無に○をつけてください。

＜「うち 短期勤続期間」および「うち一般勤続期間との重複期間」＞
A欄③の「うち 短期勤続期間」と同じ期間をご記入ください。

R4 9 10 1,000,000 0 0 0 R4 10 25 〇〇県〇〇市・株式会社〇〇

＜E欄＞
B欄に記載した④の期間の退職所
得について、「退職所得の源泉
徴収票」に記載されている内容
を転記してください。なお、退
職所得の源泉徴収票に支払を受
けた年月日が記載されいていな
い場合、実際に支払いを受けた
日を通帳等で確認し、記載して
ください。

当基金より先に受け取られた退職金の
「退職所得の源泉徴収票」の写しをご提出ください。

（貼付台紙②）

※C欄およびD欄に該当される場合は、遊技関連企業年金基金事務局へお問い合わせください。

R3

R6

1 1

9 10
4


